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Ⅰ．問題と目的
　文部科学省（２０１６）の「不登校児童生徒への支援に関
する最終報告」では，児童生徒の不登校のきっかけとし
て，学校に係る状況の中で，学業の不振が小学校では
７.１％，中学校では９.３％といじめを除く友人関係をめぐ
る問題に次ぐ要因として挙げられている。
　児童の学習に関する問題として，上野・牟田・小貫
（２００１）はわが国の義務教育の特徴上，学習につまずき
のある子どもは学年を経るにつれ，ますますその困難さ
を積み重ねてしまうことが多いこと，学習のつまずきは，
その後の学習理解に影響するだけでなく，学習意欲や自
信の低下など二次的な問題につながる可能性が指摘され
ている（田中・福元・岡田・小倉・畠垣・野邑，２０１１）。
また，児童の学習面の困難さは行動面の困難さよりも教
師に認知されにくく，対応が遅れ，学校適応感が低くなっ
てしまう可能性も指摘されている（辻井，２００３；渡邉，
２００９）。
　このように学習及び学習に対する心理的な側面と児童
の学校適応感との関連について様々な指摘がなされてい
る。しかしながら，これらの関連について研究状況の把
握及び整理はなされていない。
　そこで本研究では，児童の学習及び学習に対する心理
的な側面が学校適応感とどのように関連しているかにつ
いてレビューを通して明らかにすること，ならびに児童
の学習に関する研究の課題及び今後の方向性について展
望することを目的とする。また，大久保（２００５）や江
村・大久保（２０１１）は学校の特徴により学校への適応感
と教師・友人との関係や学業といった学校生活の要因と
の関連の仕方が異なることから，学校単位だけではなく
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抄録：本研究では，児童の学習及び学習に対する心理的な側面と学校適応感との関連について，レ
ビューを通して明らかにし，児童の学習に関する研究の今後の方向性について展望することを目的と
した。レビューの結果，２０００年から２０１８年までに刊行された学習と学校適応感の関連を検討した論
文について⑴小学校４年生から６年生までの児童を対象とした研究が多いこと，⑵学習のとらえ方は
研究者によって様々であること，⑶学習と学校適応感との相関は認められるが，学習から学校適応感
への影響は研究によって異なることが明らかになった。今後は，学習の適応感が低くても学校適応感
の高い児童の存在を考慮したうえで研究を進める必要がある。
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Abstract：This study reviewed the relationship between the children's learning and school adaptation. Results 
of literature review about the relationship between the children's learning and school adaptation published 
between 2000 and 2018, showed that (1) There are the greatest number of studies targeting upper grades 
students from the fourth grade to the sixth grade in elementary school, (2) The definition of learning is to be 
varied by researchers, (3) Although there is a corelation between learning and school adaptation, the influence 
from learning to school adaptation difers depending on the research. In the future, it is necessary to advance 
research with consideration of the existence of children with low learning adaptation but high school adaptation.
Keywords：learning, school adaptation, review
児童の学習に関する問題と学校適応感の関連についてのレビュー
The Review on the Relationship between the Children’s Learning and School Adaptation
鳴門教育大学学校教育研究紀要８０
学級単位での適応感（以下，学級適応感と記述する）を
検討する必要性を指摘している。そのため本研究では，
学級適応感についても，児童生徒の学習及び学習に対す
る心理的な側面とどのように関連しているか検討する。
Ⅱ．方法
１．論文の抽出
　本研究のテーマと関連する文献について，NI論文情
報ナビゲータ（以下，CiNiと記述する），独立行政法人
科学技術振興機構のJ-STAGE及びAmerican Psychological 
Association（APA）制作のPsycINFOを用いて文献検索を
行った。検索の際，CiNi及びJ-STAGEでは，“学習”，
“学業”，“勉強”，“学校適応”，“学級適応”をキーワード
として用いた。PsycINFOでは日本語のキーワードに対応
した英語として，“learning”，“schoolwork”，“study”，
“school adaptation”，“school adjustment”，“class adaptation”，
“class adjustment”をキーワードとして用いた。
　文献検索にあたって，本研究では①調査の対象が日本
人であり，対象者の年齢が６歳から１２歳までの小学校の
通常学級に在籍する児童であること，②児童の学習及び
学習に対する心理的側面が独立変数または要因として扱
われ，学校適応感及び学級適応感に関連する変数が従属
変数として設定されている研究であること，③２０００年
から２０１８年までの１９年間の間に論文が刊行されている
こと（紀要論文を含む）を条件とし文献の検索を行った。
　また，検索にヒットした文献のうち，会議録，総説，
解説，特集，学会発表要旨及び新聞等の記事は除外した。
残った論文のタイトルと抄録から内容を特定し，研究目
的に関連する論文に絞った後，全文を精読して，論文の
抽出を行った。
表１　児童の学習と学校適応感との関連について記載があった文献
分析結果分析方法対象者著者・出版年
「学習意欲の欠如」得点が高いことが特徴の無気力感高群では，学校環境
適応感尺度の４因子のうち「学習意欲」「教師関係」「友人関係」の３因
子において，無気力感低群及び中群よりも得点が低かった。
分散分析小学校５年生１５７名（男子９５名，女子６２名）
船木・熊谷
（２００５）
学校生活スキルのうち，学習に関連するスキルである「自己学習スキル」
「課題遂行スキル」と学校適応尺度の「学習面」と中程度の正の相関（r
＝.４９；r＝.５６），「社会面」（r＝.３７；r＝.３３）「進路面」（r＝.３６；r＝
.２９）「健康面」（r＝１５；r＝.１９）で小程度の正の相関が確認された（そ
れぞれ１％水準で有意）。
相関分析小学校５年生７８名（男子３７名，女子４１名）
山口・飯田・石隈
（２００５）
性別を問わず，学習適応感と集団生活適応感の間に.３０程度の正の相関
が確認された（男子：r＝.３３；女子：r＝.３４，p<.０１）。
子どもの原因帰属傾向と集団生活適応感の関連を検討した結果，学習場
面での成功を運（β＝－.３６）ではなく，自分の努力（β＝２０）や教師，
友人からのサポート（教師：β＝２２；友人：β＝１９）に原因を帰属す
るほど，集団生活適応感が高いことが示唆された（それぞれ１％水準で
有意）。
相関分析
階層的重回帰分析
小学校４年生から６年生まで
の児童２３５名
（男子１１８名，女子１１５名，
不明２名）
川島
（２００９）
不登校傾向と学校生活スキルの関連を検討した結果，「休養を望む不登校
傾向」については，「自己学習スキル」「課題遂行スキル」と負の関連が
認められた（R２＝－.１２；R２＝－.１１，p＜.０５）。また，「遊びを望む不登
校傾向」については「自己学習スキル」と負の関連が認められた（R２＝
－.１２，p<.０５）。
階層的重回帰分析小学校６年生３８３名（男子２０３名，女子１８０名）
五十嵐
（２０１１）
学業適応感が学校生活適応感に与える影響を検討した結果，学業適応感
のうち「学業満足感」が学校生活適応感に正の影響を与えていることが
示された（β＝.３６１，p<.００１）。
階層的重回帰分析
小学校３年生から６年生まで
の児童３９５名
（男子２００名，女子１９５名）
渡邉・前川
（２０１１）
学校生活の要因と児童の学級への適応感の各側面との関連を検討した結
果，「調和型」「無気力型」「不和型」のいずれの学級においても，学業と
居心地の良さの感覚の間に有意な関連は認められなかった。一方で，被
信頼感・需要感及び充実感ではいずれの学級においても，０.１％水準で有
意な正の関連（調和型：β＝.２４５，β＝.２１９；無気力型：β＝.３４１，
β＝.２５４；不和型：β＝.２３１，β＝.２００）が確認された。
重回帰分析
小学校４年生から６年生まで
の児童９０３名
（男子４７７名，女子４２６名）
江村・大久保
（２０１２）
教師からの学習に対するほめられ経験は自尊感情（r＝.３５８）および学
校生活享受感情（r＝.３８５）と正の関連が確認された。相関分析
小学校５年生および６年生の
児童２６７名
（男子１３３名，女子１３４名）
古市・柴田
（２０１３）
授業の主観的な理解度（学力高／学力低）と総合的な学習の楽しさ（総
合楽しい／総合楽しくない）の４群と学校適応度の関連を検討した結果，
『学校は好き』という項目では「学力高／総合楽しくない群」「学力低／
総合楽しい群」のほうが，「学力低／総合楽しくない群」よりも肯定的な
回答をしていた（ともに５％水準で有意）。
χ２検定
小学校５年生および６年生の
児童８６３名
（男子４３５名，女子４２５名，
不明３名）
鳥越
（２０１６）
行動的機能への介入を考慮したモデルを検討した結果，学業的機能から
学校適応感へ有意な正のパス（β＝.５８４），また学校適応感から学業的
機能への有意な正のパス（β＝.９１７）が示された。
共分散構造分析
小学校１年生から６年生まで
の児童３４４名
（男子１６１名，女子１８３名）
増南・藤枝・相川
（２０１６）
学習的適応は疾患児（β＝.１０３）と対照児（β＝.０８７，p<.０５）のいず
れにおいても直接効果は小さく，学習面での適応感が生活満足感を高め
る要因とはならなかった。
構造方程式モデリング
・通常学級に在籍する小学校
４年生から６年生までの疾
患児７６名
・小学校４年生から６年生ま
での児童３８０名
青地・宮井
（２０１６）
№３３ ８１
Ⅲ．結果
１．論文の抽出結果
　児童の学習及び学習に関連する心理的側面と学校適応
感との関連を検討した文献について，上記の条件を満た
した文献として１０件が抽出された。
　これらの研究について，著者・出版年，対象者の属性，分
析方法，分析結果のうち本研究の目的に合致する部分を
抜き出し，それらを表１に示した。
２．研究の主な目的
　児童の学習に関連する変数と学校適応感との関連また
は影響を検討した研究が８件（船木・熊谷，２００５；川島，
２００９；渡邉・前川，２０１１；五十嵐，２０１１；江村・大久
保，２０１２；古市・柴田，２０１３；増南・藤枝・相川，
２０１６；青地・宮井，２０１６），授業科目に着目し学校適応
感との関連を検討した研究が１件（鳥越，２０１６），学校
適応感に類する変数の尺度を開発した研究が１件（山口・
飯田・石隈，２００５）であった。
３．研究の対象者
　小学校４年生から６年生までの高学年児童を対象にし
た研究が最も多く８件（船木・熊谷，２００５；山口・飯
田・石隈，２００５；川島，２００９；五十嵐，２０１１；江村・
大久保，２０１２；古市・柴田，２０１３；鳥越，２０１６；青地・
宮井，２０１６），小学校３年生から６年生までの中学年児
童から高学年児童を対象とした研究が１件（渡邉・前川，
２０１１），小学校１年生から６年生までの全学年を対象と
した研究が１件（増南・藤枝・相川，２０１６）であった。
　また，青地・宮井（２０１６）は通常学級に在籍し，小児
科外来を定期的に受診して治療を行う慢性疾患児も調査
対象としていた。
４．学習に関する変数
　各研究における学習に関連する変数はさまざまであり，
主に学習意欲に着目している研究が２件（船木・熊谷，
２００５；江村・大久保，２０１２），「自分で勉強をすすめる
ことができる」「課題をきちんとすることができる」と
いった学習スキルに着目し，尺度の開発や検討を行って
いる研究が２件（山口・飯田・石隈，２００５；五十嵐，
２０１１），学習場面での原因帰属に着目している研究が１
件（川島，２００９），児童が学習に対して感じている主観
的な満足感や困難感に着目した研究が１件（渡邉・前川，
２０１１），学習場面における教師からのほめられた経験に
着目した研究が１件（古市・柴田，２０１３），主に児童の
学習の理解度に着目した研究が１件（増南・藤枝・相川，
２０１６），学習意欲や理解度を包括した研究が１件であっ
た（青地・宮井，２０１６）。
　また，総合的な学習といった授業科目に着目した研究
も１件あった（鳥越，２０１６）。
５．分析方法及び分析の結果
　分析方法は，学習に関連する変数が学校適応感に与え
る影響を検討するために階層的重回帰分析を含む重回帰
分析が最も多く４件で実施されていた（川島，２００９；五
十嵐，２０１１；渡邉・前川，２０１１；江村・大久保，２０１２）。
分析結果としては，学習が学校適応感に影響を与えてい
るとする研究が３件であった。具体的に川島（２００９）は
学習場面における原因帰属において，学習場面での成功
を運ではなく，自分の努力や教師・友人からのサポート
に原因を帰属する児童ほど集団生活適応感が高いことを
示した。五十嵐（２０１１）は不登校傾向と学校生活スキル
との関連を検討し，休養を望む不登校傾向については，
自己学習スキル及び課題遂行スキルからの負の影響が認
められるとともに，遊びを望む不登校傾向では自己学習
スキルからの負の影響が示されていた。渡邉・前川
（２０１１）は学業適応感を「学業困難感」と「学業満足感」
に分類し，それぞれが学校生活適応感に与える影響を検
討した結果，「学業満足感」が学校生活適応感に正の影響
を与えることを示していた。
　一方で，学習が学校適応感に影響を与えていない，ま
たは影響を与えていてもその効果は小さいとする研究が
１件あった。具体的に江村・大久保（２０１２）は学校生活
の要因と児童の学級への適応感の各側面との関連を検討
した結果，「調和型」「無気力型」「不和型」のいずれの学
級においても，被信頼感・受容感及び充実感ではいずれ
の学級においても，有意な正の関連が確認されたものの，
学業とクラスでの居心地の良さの感覚の間に有意な関連
は認められなかったとしていた。
　その次に学習に関連する変数や因子と学校適応感との
関連を検討する相関分析が３件で実施されていた（山口・
飯田・石隈，２００５；川島，２００９；古市・柴田，２０１３）。
分析結果として，３件すべての研究で小程度から中程度
の相関が示されていた。具体的に山口・飯田・石隈（２００５）
は児童用学校生活スキル尺度を作成する中で，学校生活
スキルのうち，学習に関連するスキルである自己学習ス
キル及び課題遂行スキルと学校適応尺度の「学習面」と
中程度の正の相関，「社会面」「進路面」「健康面」で小程
度の正の相関が示されていたと報告していた。川島
（２００９）は性別を問わず，学習適応感と集団生活適応感
の間に中程度の正の相関が認められたと報告していた。
また古市・柴田（２０１３）は学習場面における教師からの
ほめられた経験と自尊感情及び学校生活享受感情の間に
中程度の正の関連が示されたことを報告していた。
　また，学習に関連する変数が学校適応感に与える影響
を考慮したモデルの適合度を検討する共分散構造分析及
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び構造方程式モデリング（SEM）を用いた研究が２件
あった（増南・藤枝・相川，２０１６；青地・宮井，２０１６）。
分析結果としては，学習に関連する変数が学校適応感に
影響を与えているモデルの適合度が高かったとする研究
が１件，学習に関連する変数が学校適応感に影響を与え
ないとするモデルの適合度が高い研究が１件であった。
具体的に，増南・藤枝・相川（２０１６）は行動的機能への
介入を考慮したモデルを検討した結果，学業的機能から
学校適応感へ有意な正のパス，また学校適応感から学業
的機能への有意な正のパスが示されたと報告していた。
一方で，青地・宮井（２０１６）の研究では，学習的適応は
疾患児と対照児のいずれにおいても直接効果は小さく，
学習面での適応感が生活満足感を高める要因とはならな
かったと報告していた。
　最後に，学習に関する変数の値の高低によって，学校
適応感に差がみられるか検討する分散分析やχ２検定が
実施された研究が２件であった。具体的に，船木・熊谷
（２００５）は学習意欲の欠如得点が高い無気力感高群では，
学校環境適応感尺度の４因子のうち学習意欲，教師関係，
友人関係の３因子において，無気力感低群及び中群より
も得点が低かったことが報告された。また鳥越（２０１６）は，
授業の主観的な理解度（学力高／学力低）と総合的な学
習の楽しさ（総合楽しい／総合楽しくない）の４群に分
類し，学校適応度の関連を検討した結果，「学校は好き」と
いう項目において学力高／総合楽しくない群及び学力低
／総合楽しい群のほうが，学力低／総合楽しくない群よ
りも肯定的な回答をしたことを報告していた。
Ⅳ．考察及び今後の展望
　本研究は，２０００年から２０１８年までの間に報告された
日本の通常学級に在籍する児童を対象とした学習及び学
習に対する心理的側面と学校適応感との関連を検討した
論文についてレビューを行い，以下のことが明らかと
なった。
１．研究の対象者について
　本研究で抽出された論文の対象者のほとんどは，小学
校４年生から６年生までの高学年児童であった。これは，
１年生から２年生の低学年児童に質問紙調査を実施する
ことの難しさが理由として挙げられる。櫻井（２００７）は
子どもに対する質問紙調査の実施について，低学年児童
でも具体的な少数の事実に関する事項であれば正しく回
答できるが，自分の状況や心理面に関して信頼性及び妥
当性のある回答を得るのは難しいとしている。藤村
（２００８）や西垣（２０００）は小学校３年生から４年生の時
期に認知面で質的に変化し，認知についての認知である
メタ認知を持ち始めることを指摘している。
　もう一つの理由として，脇中（２００９）は小学校３年生
から学習のあり方が生活中心の学習から本格的な教科学
習へ移行していく時期であると指摘している。
　以上のことから，学習及び学習に対する心理的側面と
学校適応感との関連を検討した論文では小学校４年生か
ら６年生までの児童を対象にした研究が多くなっている
と考えられる。
２．学習に関する変数について
　本研究で抽出された論文では，研究者によって着目さ
れている学習に関連する変数は学習意欲や満足感及び困
難感といった心理的な変数から授業科目に着目した研究
まで様々であった。また，山西・小倉（２０１６）の先行研
究と同様に心理的な変数の中でも着目する側面は研究者
によって異なり，多面的に学習に関する変数と学校適応
感との関連が検討されていることが示唆された。一方で，
研究者によって着目する学習に関連する変数が異なるた
め，結果を一般化することには慎重になる必要があると
ともに，今後はメタ分析などより詳細な検討を加えてい
く必要がある。
３．分析結果について
　本研究で抽出された論文の結果について，相関分析を
行った研究では学習に関連する変数と学校適応感との小
程度から中程度の相関が認められた。一方で，重回帰分
析や共分散構造分析や構造方程式モデリング（SEM）を
用い，学習に関連する変数から学校適応感に与える影響
について検討した研究では，学習に関連する変数から学
校適応感に影響を与えている結果が得られた研究もあれ
ば，影響がみられなかった，または小さな影響が示され
た研究もあった。
　真田・浅川・佐々木・貴村（２０１４）は，パス解析を行
い，学級適応感が学習意欲に直接的に影響することを示
唆している。このことから，学習意欲や学習への興味や
関心という側面において特に学習と学校適応感との関連
が示されているのではないかと考えられる。
　一方で，影響については上記で述べたように学習に関
する変数のとらえ方が研究者によって異なること，また
江村・大久保（２０１２）が指摘しているように，学級の特
徴の違いといった児童が所属する学級の要因を考慮する
かどうかによって影響の有無という結果につながったの
ではないかと考えられる。
４．今後の展望について
　最後に，児童の学習及び学校適応感に関連する研究の
展望について述べる。
　鳥越（２０１６）は授業の主観的な理解度及び総合的な学
習の楽しさと学校適応度の関連を検討する中で，主観的
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に授業が理解できていないと感じている児童においても
学校適応感が高い児童がいることを示唆している。また，
江村・大久保（２０１２）も学習に対して困難感を抱いてい
ても，友人適応や教師適応の高さから学校に適応してい
る児童の存在を示唆している。
　しかしながら，本研究で抽出された論文含め学習に関
連する変数を学校適応感の一要因としてとらえている研
究が多いため，学習の適応感が低くても学校適応感の高
い児童の存在を考慮したうえで，今後は児童の学習面の
問題により焦点を当てた検討が必要であると考えられる。
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